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本書は昭和25年中に於ける市政各般の数拘なものを主体に集録したもので篤真を主とし別に刊行
｀

る帝勢紹介のための 「網走市勢樹況」の姉妹書として特に市政の細部について調査研究された

の参考と市政将来の資料保存を目的として編集 したものであります            ギ

昭 和 2 6年 1 2局 2 0日                     .

網 走 市 役 所
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面積と賢ぼう

地目別面積

氣候概要

昭和25年気象概況

最近五ケ年の戸数とへ日

八日動態 (最近3ケ年)

産業別世禅数及び人田

年令別八日

図籍又tま出身地別男女別人口
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排地面積及び耕作者人口
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2.市 職員調

3.市 長、助役、敗入役L課震L市議自議員

監査委員L選答管理委員、/AR安委員L

公宇委員調

4.昭 和25年度中主要事業調

5.市 政日誌
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( 1 )位 置

位置及び地勢

本市は北海道綱走文照管内の東部に位 しオホーツク海に面している。東は斜里郡、西イま常呂郡に連なりゃ南は東藻琴

村を経て釧路囲に接し,東 紐百四十四度十四分、北緯四十四度三分に位置している。

(2 )地 勢

地勢は概ね南方に高く、藻琴山を超て釧路囲阿泰の雄峯を塑み、西は綱走湖、能取湖を樫て北見守野に連つており

綱走テiほ流程95K128、 そ の源を阿寒郡峯に霞 しも津別川、美幌川等を合し、網走湖に入り再流してオホーツク海に

注く
°
。その下流に本市を形成している。その他藻琴山に源をもつ流程51K927の藻琴川をはじめL A/J のヽ河川及び各

種の湖沼費達 し、中でも網走湖は周園範粁余、能取湖は31粁余、藻琴、薄沸湖等点在している。海流は主として封島

暖流が宗谷海峡から東流しているが時として千島寒流の一分派の流入を見ることがある。

天産ゆたかな風景のすく
'れ

た網走附近は数千年の苦から原住民族の架上でも今に残る豊富な遺蹟がそれを調現してい

る。ここに和代の末住するようになつたのは貞享年間 (1:冊)松 前藩の宗谷場所所設以後であり網走に賢際に漁場の

開かれたのは寛政10字 (1・798)以 前ぉ村山隠兵衛話負の末期と推定される。今から約百五十五年ほど前のことであ

る。村山際兵衛は藩主電領の宗谷・谷1里・雨場所の話負べとして北海滑岸開費の端緒を開いたのであるがこの地方の

漁業を近代化し・その開後を積極化したのは文化 5年 (1,808)か ら明治初期までの牛世紀以上にわたる藤野家の経

管の結果であつた。この期間に培われた綱走の賞力は運上家のあつた斜里を凌いで明治の安展を迎えた。蝦夷地が北

海道と改められ・北見園網走郡の補呼が定まり。その中心地に網走村の名が興えられた。明治12年綱走郡役所が置か

れ・同30年にはその管轄直域をもつて網走麦懸が設置され・一貫して北見の行政中心地としての歩みを績けて宋た。

その基本は明治5年3月の村名確定の時に創まるというのが鯛走開基の根擦である。

北海道の開拓は海岸から内陸へ移つた。北見開愛の前途に立塞がつていた中央山脈と千島火山服は明治23年の釧路適

路 (綱走―釧路間)記 24・年の中央道路 (網走―旭川間)の 開通によつて相ついで突破され新天地を望む移住者の群が

演々と彗崩れこみ明治30年の屯田兵入地と前後して内陸には点々と農村部落の費生を見・網走背面の生産力を増大し

た。湾岸随一の港麗をもつ網走はそれらの物資輪逢港として活況を加えた。さらに大正元年には網走本線・昭和 6年

釧網線・同10年湧網東線の鍛道が夫 解々通・一方大正 8年には築港工事が開始されて。ここに陸海交通の要衝を占め

オホーツク海大漁田を擁する水産業をはじめとして.農 林・畜産の各産業及びそれらの加TT業 が勃興・それに件つ
｀
ゼ各官公衝や事業場が集中され・文化施設も着々と整備されるに至つてEE和22年 2月11目をもつて市制を施行した。

日に網走の毅展は興隆北見の縮周であり今や名賞共に東北海道におけるや心都市として新たな躍進を績けつつある。
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市役所々在地

下 調

地 目 別 面 積 昭和26年 4月 1日現在

博今饗 | 1宅 地1出林廟 1抜
町

1 2 .

―‖  26.807.

(1)気 候概要           や

管内の西、南、東違に連互する1・CCO～1.∞O米級の山脈と、滑岸を洗う宗谷曖流は綱走地方の気候を極めて有利に支配

している。

即ち塞候季は北西ら塞繰季節風を遮りぼ雪|ま道西方面に比べ遥かに少なく、塞氣も内陸にくらべ海流の影響も加わり

和いてくる 。又曖僚季壕潔の南の季節風は乾燥、高温の気候となつて鯛走側に吹下し夏作物等に好影響を興える、内

陸の暑氣は可なり強いが滑海縦走地方ヤせ海岸気候を現し凌ぎ易い、風ブ」は各期 しばしばオネツク海に大陸旋風が費逮

滞留 して秒速25米の猛吹雪が績 くことがある。併 し時恰も漁業の各l民期に営つているので海上の遭難等はない。夏の

季節風は一般に易くゎ稀に随風等が接近しても内地で見られる直接の被害は殆んどないといつてもよい、従つて察雨

は珍しく、また一般雨量も少く紙走地方は道内は夕論本チiでt録崇雨地帯となつている。六、七月頃の海霧霞牛も特

に冷夏時を除いてはとても根釧兜!方ケ比ではない。初夏の僚ぉオホツタ海に寒冷高気座が滞留安達して数年に一回位

の割合で凶冷氣候を現すこともある。

地理的に見てオホツク滑岸、羽に網走地方の各期特殊現象としてオホツク流氷の宋要が毎年一月牛頸より四月牟頃迄

あつて景盛期には沿洋を埋ど、既光比學術的に壮観を呈す、,卜し一方このたと長期聞漁掛は不百ヒとなり、海上交通も

ホト絶し地方産業に大きなマイナスとなつている。

以上を要約して網走皆内は地形北海流的に悪れて高緯度に拘わらず尻認 「北見氣候」とも補すべきものを現ヒすくな

くとも道北、道東地方では最も住み良い氣仮帯といえよう。

( 2 )昭 和 25年 気 象 概 況                        ′   ―
  `

1、昭和24年末の曖客のま蛍H召和25T―も曖客に恕過し氣温r,全年を通じT年 より可なり高 く (+1.1)と なり殊に 5

月より3月までの期間は平均して 2,0度以上も高かつた、又守最高極tま7月28月の32.4度 最低極は 2月19日の (―

)17.6支で平均最高は10・8度千年より0。9度高くLT均 最低は 3.0度干年より 1・1度高目であり、これからしても昭

和25年は近年にない気温の高い年であつたことがわかる。

降水量は 25字合計 721.4粍で干年より114,4粍も少く月別に見ると 3.4.6.8月 が殊に 殉・0粍 以上も少く
'津

作

期間中にはや 水ゝ不足の感もあつた力9月と11月には却つて補多く,あり9月17日38.2粍 打 月 1日22.6粍の商量を託録

してゐる。

日照は概ね干年並又はや 多ゝ目に経過したが耕作期間は 6月をのぞき多目で全年を通じ48.9%の日照卒を示した。

囲 有 地

公 有 地

民 有 地

計
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以上のことから昭和25年は氣象的に良好な年と云つても差支へなく農作物にも好影響を興へたものと思はれる3

季節的に見ると積雪経日は 4月19日で宇年より8日早くL結 氷は 4月30日で 7日早くいづれも早く耕作期に入れたが

晩霜が 6月 7日にあり平年より13日おそかづた。

又網走地方の各期の一大景観と共に滑岸漁業を開鎖する流氷及び滑岸結氷は共に 1月14日より始まり約 3ケ月間つづ

き湾岸結氷は 3月28日、流氷は 4月30日に経り守年よりや おヽそかつた。

昭Tr25年中の頴普な現象としては 5月13日に南寄りの曖風が強まり繰度は下り塗に最少15%を記録し60年間の 5月最

少値を示した。又11月-98日には日本海南部に接生 した低気庄が急速に安達し北海道を横断してオホツタ海に城けたた

め暴風雲となり網走測候所に於ては西北西29,8金を示し瞬間風速は∞
か

を越 したものと思はれ、こ
?た

め湾岸地方で

は甚大な被善を生じた、この暴風は過去∞年間あ最大の記録となつた。

2昭 和25年月別気温

3昭 和25年月別降水量

4月+5月 17月+8月+9月
25.引55. 鶴引 引 8 5 . 1 1 7 2 1 .

(1)'最近 5ケ年の戸数こ人口

日戸

昭和21年

昭022f_

田宮和23年

昭和24年

昭和必年

5.

61

15.679

イ6.983

18293

19.715

20。51引

15。7

16.

17.071

18.131

18.

3 5

37

39211

85人4

鶴人5

(2)人 口動態 (最近 3ケ年)

1女  1計

離

件

姐

数
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(3)産 業別

林 業 及 び 狩 横 業

_鴻 業 及 び 水 産 養 殖 業

錬        業

建   設   工    事

製   造   工    業

卸 貢 及 び 小 賛 商 業

金 融 保 険 及 び 不 動 産業

サ  …   ピ   ス   業

運輸通信及びその他の/AR往事業

務   育    宗     教

分 類 不 能 の 産 業

末
十~爾 ~~要 ~~~者

iマ

( 4 )年 令 別 人 日 調

年 令 |

0 - 5

6 - 10

11 _ 15

1 6 _ 2 0

2 1 _ 2 5

2 6 - 3 0

3 1 _ 3 5

3 6 _ 4 0

4 1 -奪

4 6 _ 5 0

5 1 - 齢

(5)囲 籍又は出身地別男女別人口

昭■125年10月 1日現在

昭和25年10月 lH現 在

昭和25年 10弓 1日

Ｉ
ね
■

ヤヽ
仲
け
瀞
＝
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肝
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ｕ
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レ
西
ｒ
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酢
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み
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越
ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｂ
田
協
酔
酔
Ｐ
酔
Ｌ

‖年令
5 6 - 6 0

6 1 - 6 5

66 _ 70

7 1 _ 7 5

7 6 - 8 0

8 1 - 8 5

8 6 - 9 0

9 1 _ 9 5

9 6 - l C O

1 0 1 - 1 0 5

計

判
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棚
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嚇
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備考 特別地域とは千島、樺太その他に本籍のある者
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・ 事 ‐
守 itT平軍 軍 警 軍

1生 産 総 額

2耕 地面積及び耕作者人口停

，
　
‐‐
‐‐
‐
ヤ
　
　

‐ヽ
，

昭 和 2 5年 度

昭425年 7月20日現在

昭 和 2 5年 産

備考 耕 作者べ田中には自家の農業に徒事しない者7.187を含む

3主 要 農 産 物 調

4蓄

1飼養戸覇

薯

米

変

鈴

計

馬

豆

黍

黍

載

蜀
　
　
碑

計

大

玉

燕

英
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樹
築
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肥

計
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姫
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ね・000千引 2600

1耕 作 者 戸 数

施

的

般

。
‐４‐

碑

６５

６

田

３９

拘

的
的
範
的
馳

昭和25年 2月 1日現在
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ｍ
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5主 食供出割営及び供出賃績

別
 1供

6漁 業 従 事 者 調

7漁 獲 目 標

十~  1 . :、 十一 ′ナ rT'下
恥

昭和第年 3月末現在

昭 和 2 6年 度

米

雰

薯

豆

く

し

他

も

　
の

馬

大

え

と

そ

昭和菊年 7月勾日現在

経営者数 (戸数)

底

小

定

雑

内

曳

繰

置

業

面

`含出稼)

(含出稼)

魚 種 別
1末

年 度 計 画
1金 魚 種 "rl本 年度計画額‖

魚

　

魚

他

計

知

刀

蛤

筋

蟹

海

貝

喜

秋

　

玉

　

柔

負

崎

け

つ

れ
　
　
Ｌ

た

す

ほ

か

さ

に

さ

ま

さ

帆

ん
1   46化

α湾
|

官1    鍔
・
翌|

言1    2盟1盤|
立1  抑 “J

一
一　
　
　
知

刀

配
す一一一叢

‐与

( 9 )



8漁 種 別 生 産 高 調

昭 和 昭 和 2 5年 度

高 1金

に し ん

た  ら

す け そ

さ  め

か れ い

さ  け

ま  す

ほ つ け

さ ん ま

さ  tゴ

か   に

その他魚

英他動物

ほ た して

其他貝類

品 を割
計

一
‐‐３
３‐
７

如

船

船

船

器

館

船

船

十二〓円

級

級

級

級

級

級

級

Ｆ
二

三

四

五

六

七

合

昭和26年 4月 1日現在

別
1隻

数

百暇以上の動力館

五畷以上高暇 末満の動力船

五畷未満の動力船

五頓以上の無動力舶

五畷木満の無動力賠

内水面動力舶    ′

内水面無動力船

動 力  船  干 比暇敵

無 動 力 船 平均噸数

1名
掛

1網
走 漁 業 用 海 岸 局

‖
所 在 地

1網

事業概要、 生産増眼穂難防止等に積極的な運管を固る。

1 通 信関係

イ 漁 捗通信  午 前午後夜聞の各割営時間毎に順序通信を質施し客船宛連絡照曾事項を通報する

(10)



口 氣 象通信  綱 走測候所より黄料の提供をうけ放途を行 う。
ハ 捕 鯨通信  日 本水産捕鯨部所届船と五月中旬より九月上旬迄行う。

2 通 信利用料

四月から十二月迄の漁期中一舶舶局につき月 2.00o園を徴牧する。
fケ 月宇均稼働船舶局を二十八隻と予想、年間 504H洵 固。捕鯨利用料20.000回を得る計画である

1 昭
密ど晏計岳新圭曇子唇負告堺民1明1斡局

11林   産 ・ 昭 和 2 5年

，

一

　

　

一

封一般一計

毅一般
1 2 1 昭 和 2 5年 度

盈1魯竃1諾

騨　報拓風

主

皆

馬

開

防

別
一
喬

喬

地

地

林

坤中帥印印中雷奮1諾|
チ
剖書1諾‖ 翻患1謡|

主 伐 皆 喬

間   伐

合  計 銅
｀ 主 伐 皆 宿

間   伐

合  計

石軸
　
菊
　
粥

食 品 工 業

製 材 木 製 品 工 業

家 具 建 具 製造工業

印 刷 出 版 工 業

化  学  工  業

金 麗 製 品 製造工業

機  械   工  業

遅 静 機 械 器具工業

そ の 他 の 工 業

計

別
1生

額 |

7.9401

8 5 6 . 0 6 1

71.363

10.852

1 2 1 5 5 1

同上生産額の内カマポヨ.陸 偽輸の生産額は鍛 .密・的 園

七翻

(11)
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1銀  行

I挙署軍霞雫軍
挙FTT'1平T ｀

「軍 |や群 1群

融

(三銀行合計) 昭TE26年 6月末日現在 網走銀行筋宙調

お
と
，
ｌ
ｒ
ｒ
卜
卜
に
，
■
‘
Ｌ
ぃ
比
戸

(△字は減少)

・
  開 設年月日

Jと海道拓殖銀行網走支店

Jヒ 陸  銀  行 網走支店

Jし海 道 銀行網走支店

2信 用 金 庫

大田Ell年5月15日

昭和25年12月 1用

昭和26年 6月18日

積  立  金

貯  金  高

碑設年月日

郵  便  局

イ篤 替 貯 金

男U十日
郵便貯金預金

振替薄金受八

郵便篤替受人

大正15年 3月 5日

昭 和 25年 度

８‐

　

４

　

‐８

円

100.106.166

36835.6ol

55,608.727

郵便貯金沸戻

振替貯金沸渡

郵便篤替帥渡

錮

判

勺

「

‐７

2簡 易保後 、郵便年金

「碗  別 1加 人 件 数 十契 約 保険金 1翼 結 涙誌懇

高坊保険1   13鍋1 287。330.000剖

郵 便 年 金
1    的 4  402.布 剖   ___1判    侶

・265可
     !_十 二 |

6月 中預入総額 6月 中沸出総額 6月 末 現 在 高 前 月 末 比 較 高

889.1布.oM圏

6月 中回収紹額

412.112.406怪劃

6月 末 現 在 高 前 月 末 比 較 高

258.75ア.741躍罰

昭和26年 7月 1日雅

沸 込 出 資 額

預 金 現 金 高

昭和体年 7月20日現在

(12)
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4組 合

網走漁業協同組合

昭TH26年 7月 1日現在

昭和24年 8月 1日開設

| 字.270千固

有 慣 護 努

網走市農業協同組合 昭和23年 4月30日開設

組合員数 十出資網 額 1 抑 込 出 資 額

御J 4.39am呵
積  立  金

〕働4o2引
有 慣 護 祭

1預
金 現 金

1貸
付 金

1貯

―| 孔784.000剖22.79?即引 q竹,73引

西網走農業協同組合 昭和23年 4月17日厚月:技

組 合 員 数 |、出 資 総 額
 1  掬

込 出 資 額  | 積 立 金
|

Z838.000目 9勢・1%国十
|

有 慣 講 分 預 金 現 金 貸_―登瓦葦盈適|5. 38. 43歴ヨ 24.381.国

網走中央農美協同組合

組 合 員 数
1  抑

込 出 資 額

4.357.000固

有 慣 讃 奔 預  金 付  金

35,143. 14園

昭和23年 4月 6日所設

南縦走農業協同組合 昭和23年 4月15日所設

1組 合 員 数 は1資 組 秘1梯 込 出 資 額 1積  立  金 1借
 入

.金
1  有 慣 詮 外

‐
封

円‐
封
‐

キ
‐
‐21名|

4721      6.0/5.0001【 6.075,α洵円 575.129円| 27.398.600円 8.516

預 金 現 金 1貸
‐
付  金 1貯 金 1役 具 数 1職 員 数 十

鈍&6名引 27.48_9,湾3■ 何22鋼封

(13)
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|を|:

網 走 保健研

網走厚生病院

網走中央病院

井 林 診療所

加 瀬 ″

吉 村 ″

藤 田 ″

中 山 ″

村 上
・″

前 田 ″

小笠炉″

三 眺 ″

8保 徒 衛 生

1 ,病 院 診 療 虜

名   穂
|

内科 J 見ヽ科 耳鼻科 限科 外科 皮膚科 泌 尿 放射 産婦八科

外科 婦八科 皮膚 泌尿 性病科

内科 小見科 外 科 産 婦人科

内科 小見科

内  科

外科 性病 産 婦八科

小 見 科

内科 イヽ見科

内科 耳 鼻科

内科 小 見科

内郎 刀ヽ見科

2.歯 科器その他

歯 科 雛 敦 T穐 嘉石甚罫稀 1葉
剤 師

1助
産 婦

1京
健 婦 1獣

轡 師

L_ 3.環 境衛生施設

放 館 業
1浴

場 業
|

4.墓 地及び火葬場

場
1火

葬 場

昭和26年10月 1日現在
式

　

″無
し
．予

瞥

他の

市

其

(14)



6.居 場及び居蓄 昭 和 2 5年

網走市瞥屠場 |

7.結 核患者装生及び死亡者敷調

市 町 村 名 十紹 人 口
1患者費生敏

十里茎炎早ぃ1死
亡著敦

十里量食呂り1畳窮書肇垢記基1 備
    考

川

刊

＝

引

‐

５‐

‐

９‐

‐

8.最 近三ケ年結核患者横生及び死亡敷

昭 和 2 5年

６

８

６

５

剤
郷

海

網
そ
町

北
　
榊薄
伽健

10.2酸
人口は昭和勢年10月
1日常住 代間による

人口は昭和廊年10
周 1日囲勢調査に
よる

昭 和 2 4年   十   昭 和 2 5年

]‖ 引]
掛 ]]]

７５
　
４９
　
勢

仰

崎

拠
瑠
不

字%弓
Ｉ

Ｉ

Ｐ
ｔ

Ｆ

，

　

　

一―

昭 和 2 5年9.結 核患者年令別我生及び死亡敷

卒令ぶ＼`
0才 ～  5才

6 ～  lo

ll  ～   15

16  ～  20

21  ～  25

2 6  ～ 3 0

31  ～  35

36 ～  4o

41  ～  45

4 6  ～  50

5 1才 以 上

計

５

２

５

‐９

３‐

囲

１７

８

７

５

‐２

範

(15)



i,,民g,s号1草trP,「'―

別
|    1昭

和19年 昭Tl120年
十
昭解 1年

十
昭和22T I昭ll123年

十
昭和24・T

‖   ‖   J
JJ
I    J

JJ

鶴
　
５

者

亡

思

死

者

亡

息

死

者

亡

息

死

者

亡

患

死

者

亡

患

死

者

亡

患

死

＝

一―

麟麟髄
1晃こ| ‖

10,最 近七ケ年隠染病機生状況調

者

亡

患

死

者

亡

息

死

女  |

JJ
‖引 翻

1摘   要

過去五ケ年T均 10・000人営り息者安生敷

は
1

９２
　
鶴



飲料水について

首市の欽親水の水源はその殆どを井戸求に求めて居りその水質も昭a120年10月における調査の結栗アンモニ

ヤ硫酸を含有する欲料不適水煮沸使用のもの等多数費見せられ欲料適と指定されたるものにしてもその全部

が石友並に配分を含有するがために長に軟料に適する故料水は僅か政ケ魔の出麓湧水に止まる状態にて昭和

27年賢より水道事業を質施すべく申講中にして本事業完成後における水道衛生により市民の健康は著しく増

進するものと確信する

性 病 患 者 届 出 数

別
1樺

別
1昭

和 2 4年
十

昭 和 2 5年

軟 性 下 府

1 2 .民 生 委 員 昭和25年10月 イ日現在

配 域 別
男 1女 1計 農業 |

王
1署師 1宗教 1奮

務
1富

砒
1漁業 | 亨|

の
1無

一ず１１

瑠

理

男

女

計

爵

第一方面

第二方面

第=方 面

第四方面

第五方面

計

第二方面

第三方面

第四方面

第五方面

計

２
‐

５
‐

引

引

コ

・
！―

翻

ウ
ー

ー

対

判

Ｇ
Ｉ

司

対

Ⅵ

Ｒ
Ｉ

「

３‐

司

何

１７

９

９

８

５４

市街

市街 (北方面)

北濱地E

卯原内地匝

藻琴地直

臣域別1世帯数1人  占「雫轟挿語手にき編桑葬手察亀罫転可百肩 老

a:||
8441 勺

範

‐２

卿

伸

毎

６２
　
靱

７５　
範

5 5 8

[単年1

598

5 . 4 r 4 0

3.860

39218 手 均

13.民 生委員担菅世帯 人口調

(17)



擢軍T▼
ギ十 ギ■罷軍雰野環野

ギ
i下

!｀ i‐ドf  ~ド
す平

!t 一一

′≡ ．

14.生 活保護法による扶助調

墜 別1世帥 十人
生 活 扶 助

教 育 ″

住 宅 ″

督 療 ″

生 業 ″

葬 算 ″
f出

産 ク

計

額
1  備

一路

(681.1009

6.219.086F可

410.713Fq

20。102円

4 . 2 4・1

3.000円

61.980円

2.打62.236

(醜 価 〕

2 , 6 o O m

O , 3 0 0 m )

6.2819017

G,085,085

6。426.580

●213.29o)

17.469.833

G . 1 9 1沼的 )

15.引 揚 者 jrA容所

″ 251同       |  .1,壁 ?,空_1   70.q  501  2501 ″  字台町

″ 25陪    l t軍よ盤
)1  拘

J ∞1 2501″圭長古
備考 ( )内 は補助額

16.廉 民 住 宅

設置年度1  型    式 1孫
木造柾葺干家建

木造亜錯葺干家建

同

同

く
、

ィ
く

、ゴ

]夏
()内 は補助金

一
ドピ】

へ
1 . 2 o 8 1

(18)

″ 221 第 四″

″ .231引 揚者住宅

592.5001  297 南三際東三丁目

″ 241同

(592.Ooo)

遷盛乳 | コ 字新町

o鍛理  | 、 62.司   lq  501 ″  宇 大出
(529.m)



■
「

増
場
Ｈ
婚
「
Ｈ
卓

分十数 鼻

17.泄 含 事 業

献會事業国体

同   施 設

被

小

11網走市民生援護宮

11網走市保育所

1 .學

網 走 小 学 校

網 走 中 央 イx学 校

J U原 内 、小 學 校

中  園   ″

雷 根 内 ″

嘉 多 山 ″

浦 士 別 ″

呼  八   ″

北  演  ″

丸  蔦   ″

糟  富  〃

,協   可丈   ″

鱒  浦  ″

豊  郷  ″

工見ケ岡  ″

:山  里   ″
2F 和  ″

潮  見   ク

東 網
｀
走 ″

清  浦  ″

藻  琴  〃

能取小學校美岬 分 校

合     計

教 育 文 化|

學  校

網走市字桂町

″ 南 六西三

″  字 夕D原内

″  字 中園

″  字 青根内

″  字 嘉多山

〃  宇 浦t別

″  字 呼べ

″  字 北濱

縦走市字九蔦

″ `字 酒富

″  字 能収

″  字 鱒浦

″  字 豊郷

'  字 二見ケ岡

″  字 山里

″  字 干和

″  字 潮見

″  字 東網走

″  字 清浦

″  字 藻琴

″  字 美岬

地
 1学

級敷
1教

員数

昭和踏年10月 1日現在

~ ~女
 1  計  |

て19)

‐｀ 率



‐３
‐

‐５

‐

劇

測

コ

剰

引

引

２
‐

３
‐

２

‐

∃

測

ョ

引

判

校

校

校

学

学

学

″

″

ク

″

〃

〃

〃

〃

″

″

中

中

中

一

三

内

園

嵐

別

人

演

出

取

葉

内

琴

炉

　

　

士

　

　

多

　

　

根

第

第

卯

中

丸

浦

呼

北

嘉

能

豊

青

藻

網走市字台町

″北十際西四丁目

″  字 卯原内

″  字 中園

夕  字 丸蔦

″  字 浦士別

″  字 呼八

″  字 北渡

″  字 嘉多山

″  字 能取

″  字 山里

ク  宇 雷根内

″  字 藻琴

3高 等 学 校

補
 1所

道立網走南ケ丘高等学校

″ 網 走向陽高等騨校

″ 網 走定時制高等學校

網走市字台町

″ギし十際西四丁目

″  字 台町

人″
的
粥
帥

4そ の 他 学 校

1努絨数十教
成 入 学 校

網 走 愛 香 幼 稚 園

網 走 高 等 技墓学校

ヨ レ ン ス 洋裁堺院

三 浦 和 洋 裁 畢 院

ドレスメーカー女學院

網走市北十際西三丁目的陽高

網走市南六際東三丁目

″  南 六際東三丁目

″  字 新町

″  南 五際西=丁 目

″  南 六際東五丁目

5教 育 機 関

(20)



‐
14お

泄含教育開係施設

1綱 走 市 立 闘 書 館

設 立   明 治39年 1月21日

細 坪     62.5坪 (改増築計画中)

目 的    日 露戦役戦勝記念事業として市民の讀書熱の振興をはかりもつて市民の高い教基を増う

位 置 網 走 市 南 6際 東 5 ' r目

昭 和 2 5年 度 運 営 状 況

仁 木 次 農I

船木 喜 代治

籍竪|
斑

書

補
司
鵡

産業 1美 術 1語学 1文学 1雑誌 1 計

2071 28811封弱45371
2道 立 網 走 地 方 巡 回 文 庫

設 立

位 置

目 的

昭 和 24年 7月

市立屈書舘内 (南六束五)

オホ～ツク文化届内に存在する網走支鷹管内市町村民に期し文化の調査研究 情 報及び

摯術の鑑賞 健 全な娯築等駐曾教育に開する資料を提供 してその教養の向上と民主化を

固る

昭 和 25年 度 運 轡 概 況

千

仁

船

事
像
補

書

書

主

司

司

嘩一鞠印帥
墨皆曇

日の翌日を除 く

a r t  l謂書 會 2f t 宮 員 総 数 運 管 状 況

管内讃議 に期日

寵電響軽番宮

別
1牝| 1亀1堤|モ|モ

産業 考 古文化の費展に寄興し郷上の文化資料

3綱 郷

立

置

的

走

設

位

目

土 博 物 舘

昭 和 11年 1 1月 3日

網走帝字桂町 C桂ケ岡公園内)

皇太子殴下御降誕記念事業として教育

を陳711靭覧に供する

米  村  喜  男  衛舘 長

(昭和25年度)

責 任  者 参 靭 者 数

一  般 1国  休 1  計

32.312代 1  26.210人 1  58.522べ||                                                  |月曜日以外
年中開舘

吾隆圭込=毛。主 主 デ

(21)



類料資列陳

容

鳥類 魚 顕 昆 虫類 鎖 物類

食用 葵 用 飼 料用 工 業用 有 毒物

大模型岡 気 候 風 土 雨 量

小葬 燕 奏 裸 奏 馬 鈴薯 薄 荷 水 糟 茶 豆類 甜葉 亜硫

申一韓一

林  産

馬 十 緬羊 HJ羊 隊 養兎 養鶏

漁 擦
・
物
ケ
1鮭

総 鱈 鰈  帆 立貝 蟹

加 工 物
1爆

製品 干 魚 魚i軸 魚油 罐 詰

そ の 他
1漁

螢状況批びに製造遅程等の使型周表

用材 パ ルプ 枕 木 ペ ニヤ板 マ ツチ軸木 錯筆材 パ ルプ製品

錬  業 1金 銀  硫 黄 水銀 各 種錬石の撰本

その他1碁塊枝型

窪幕府時代の紳赴抗びに運士屋等の資料 、 屯 田兵時代その他の開拓番の開係資料等

物番か耗笛
骨角牙器 金属器、その他モヨロ貝塚の断面標本も貝塚中の埋葬実篤遣蹟

アイヌ人の生活状態及び悩時の用具類を寛集し篤長、ジオラマ等を陳列しているも

定員7o宮を収容し得る設備を有し各陳列!品の特別説明や講貨宮も研究宮、特別展賢會そ
の他の會合に利用している

1約
7坪の明るい室で貴賓つ膝接や休憩室に利用する

1聟十ぷ審香蟹香翁笙母;盟嚇苫率をta2中
管内の名所や産業状態の篤

号
、アイヌの九木

の 他 1文 庫 1舘 内事務室にあり、郷上史その他のつ1究【供 してい名

義|

4網 市

立

置

的

走

設

位

目

立 労 働 會 舘

昭 和 25年 8月

綱走市字桂町 (桂ケ岡公園内)

網走市支懸管内勤努者の中心機関として勤労者の高破増避、高い教蓋と自寛を培い産業

種済の振興に寄異しようとする。                 .
320坪 (大集會場、和室、各會議室等七室及び映篤室、映電機)

第二期T_事として本年度 226.5坪を建築計画中

紹 坪

( 2 2 )



男
女

人
丁靭

細

(昭和窮7-12調 め

シヨン そ の他一般

會議 リ クリエーンヨン 撃 能宙

學藝會 癖 論大曾 職 員の會合

各種宙議

映画 そ の他

1361使用料政入49

(嘉多出公民館)

昭和26年 7月

縦走市字嘉多山 (網走市衛より約十四粁)

85.5坪                      .

嘉多山部落は現在戸数約 200戸 網 走能収雨湖の間に援がる茨土にして明治28年開拓農

場として今日に至る。戦後青年の無自己Ⅲ無自畳にぎびしい反省を加え自主的に農村女

化の堅実な振興をはかろうと奮起した同郎落青年国は昨年 (昭和簿年〕 4月一大部落教

育文化振興運動を起し本年七月完成の運びとなつたものである。自野つ近代的建築は秋

育文化つセンターとして完成し純正な民主的改革の基盤たらしめようと運督について企

固中である

市内 11里、豊郷、九蔦の各部落においても公民館設立について計画中である

校

昭 和 2 6年 7月 9日

道 立 網 走 向 陽 高 校 内

1期    7月 -8月

3期   1イ 丹-12月

(第一期)

化

体

衝

体

他

文

国
　
　
圏

婚
働
公
業

宙註

労

官

事

其

舘民
立
慣
坪
要

設

位

組

械

設

置

間

開

位

期

リタリエー

その他

1

5 公

其 他

成  人

ヨ ー ス

7 文 化国体及び青少年婦べ国体概況

校長 嗣 島  貫  美

2期    9月 -10月

4期   1月 - 3月

使用

件数

1国体数十曾員襲‖
体

体

体

　

　

　

　

　

　

フ

他

″

固
図
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
″
　
　
　
　
　
　
ン

年
　
国
″
″
″
″

能
　
″

々

少

入

学

架

劇

術

踊

唖

版
育

一
の

計

青

婦

文

雷

演

美

舞

古

出
体

レ
英

▲

一

一
　

一
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6 5 0 1

|
者

者

入

取

加

聴話
カ

電

ラ

と

，
！

8 電 話加入者ラジォ熟収者数調 昭和随年10月31日現在

分
  1 加

入熟寝者数
 十

ど
′
ん

た
伴

～

11輝 土宗 11菅 洞宗 21員 言宗 21

3 .荘 寺 宗 教

，
チ
タ
諄
驚
ｒ
庫
―

／
　

↓中

,,4卜 |

天塾教  71金 光教 21扶 桑教  31基 督教  11御 験教  41そ の他 4

10  遇 交

1.道 路餓道軌道バス道調 昭和26年10月 1日現在

通

路|
道  1  市 町 村

_鍛   適  1  吼

2.網 走騨輪迭状況調 昭和25年1と呂1ケ年間

誰|
別

1費
満別

1輸  途

毅
帥
一韓
鞭
一

量
1種

別
1雛

別
1輪

送!:予:|車 扱 愛 逢
専

専

乗

眸

逢

着

妻

到
事 扱 到 着

韓
晦
一韓
嚇

( 勢 )



昭TH26年 4月 1日現在

自

動

車

　

自

馬

馬

荷

リ

車

ス

ク

他

革

専

橘

車

980

19

53→

年間約35.000人の乗専客を有する

三輸事 29  四 輪喜 19  そ の他 8

ぐ綱走郵便局〕

郵 便 物 種 別 引 受 物 敦
1配

達 物 数

(昭和25年度)

普 通 通 常 郵 使 物

普 通 速 達 郵 便 物

書 留 通 常 憂卜便 物

書 招 小 包 郵 便 物

普 通 小 包 郵 使 物

|

2 . i : : : 暑

|
1 3 . 1 7 4 1

16.9791

11警 察 、沿 防

1.警 昭和26年 4月 1日現在

補 1網 走 市 警 察 署 1所 在 地 網 走 市 南 6際 東 4丁 目
1電

話 5 7番

限 分
1警

察長 1警 耐
1警

部
1幹

訂補
障

査部
封 巡 韮拝慄頭百下〒

~
~「

輛 耶 司 五 日 J―宅|―→I  J
派出所1 1随萌I J

外に囲家地方幹察網走地匝警察署がある

網走市南 1眸東 1丁目  電 話 220番‐

‐

ヽ

じ 遠 藤 種 樹

(昭和26年10月 1日現在)

( 25 )

21
沿防士補 1 計

網走市南 1際束 1丁目  電 話 2空番

司 令 補 1消 防士長 1沿 防 士



軍TTT!…■■「デず々 母T・

消

　

防

　

国

′
‐

綱走市南 1降東 11目

ク  字 JU房内

〃  夕 北演

″  〃 呼人

″  〃 藻琴

″  ″ 紹浦

阿一
長

長

長

長

長

員

国

国
　
　
　
　
　
計

国

副

分

部

班

国

律
ｒ
Ｌ
，
ト
レ
Ｂ
子
，
１
」
ｒ
ｇ
　
ャ

火 災 費 生 件 数 調      昭 和 2 5年

焼 失 汗 数 十損 宅 見 積 額

293坪

腕 用 ポング 機 械 梯 子 二 速 沸 子

長 柄  鎌

儲
一
¶
空機

警 報 通

信 施 設

（
十

(26)



Ｆ
■

１
………―
．
一‐
引

‐
１

＝

．
キ，■
一
，　

　

ヽ

・

12行

1.市 役 所 機 構

市 長― 助 役―

一一牧入役

2 .市

1 市 議會事務局

2 市 選答管理委員會事務局

G 市 監査委員事務局

職 員  調

秘 書 課
｀

総  務  課

商 工水 重課 マ

税  務  課

教  育  課
｀

農  産  誤 ,

厚  生  課 、

衛 生  課

施  設  課

出 納 係
t

議 會 事 務局

選 管 ″

監査委員″

計

外に給仕 使 丁 掃除婦等 13

3.市 長、助役、牧入役、課長、市含議員その他委員調
1市  長

就 任 年 月 日

齢嚇嚇帥　調　　朝

期一鰯
舶
韓
轍・期
鞠
赫
錦

戸籍係

徴取係

拓地係

都市計画係 港潤係

昭和四年 8月 1日現在

０

「

把

菌

８

抱

屯

９

栂

４

２

１

１

授

自昭a122年 2月 11日
1 代理 大  島 光 雄  |な  し |

晏膳警繁経左揖暑昌 |  `吉 田 柴苦
苦 田  柴 吉 |な  し 1 網走市南 6際東 4丁目

(27)



″,そFTI'ア

イ

就 任 年 月 日 | 1箕派別 電 話 |

昭解 年 6月 10日
 1南 |な 網走市南 6降東 5丁目 |

3011 盟君指導径_呈旦

3収 入 役

Ｆ
ド
ト
ｒ
ｌ
ｌ
ｌ 1罷

1繁派別

浅 徳 太 郎 |な し 網走市南12際西 2丁目

電 話 1摘  要所

4 課

職 所住

紹 務 課 長

秘 書 課 長

校 務 課 長

商r水 産裸長

農 産 課 長

厚 生 課 長

衛 生 課 長

教 育 課 長

施 設 課 長

就 任 年 月 日

士事 (一級)

主事 (一級)

主事 (一級)

主事 (一級)

主事 く一級)

主事 (=級 )

主事 (一級)

耐 エ`

技師 (一級)

邊  村  女

網走市北 8際西 4丁目

ク  「lしも際西 1 ~ r目

夕  字 桂町

〃  宇 台町

,  北 8際西 5丁目

″  南 5降束 2丁目

″  南 11際西 2丁目

〃  北 2際西 4丁目

夕  字 台町

網走市南 4眸東 1丁・目

綱走市南 4降東 1丁目

大

篠

_L

高

上

町

庄

齊

大

内

房

野

水

野

田

田

藤

島

範

３４

４５

範

範

翌

ｙ

行

５９

治

雄

郎

松

雄

造

剛

三

雄

三

一

五

仙

華

誹

　

孝

光

遇  村

摘所

再

諦一帽一‐８
6副 議 長

就 任 年 月 日 | 氏

7監 査 委 員

1其 派別 | 要

就 任 年 月 日 | 1算派別|~在
~~~~覇

 1穐 款1抽

網走市北 3!r西 2丁目

(28)
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/

常 任 委 員 備  考名

一
中

昨

咋

中

鞠

中

蜘

呻

醐

判

一
度

一

謙

郎

夫

春

一

作

軸

せ

順

治

昇

判

二

男

人

男

雄

多

朝

久

築

輌

太

幸

芳

柾

藤

繁

い

　

辰

　

儀

直

北

茂

武

政

渥

岡

岡

作

西

邊

田

川

屋

田

田

村

里

五

田

　

木

西

川

　

川

野

水

井

井

田

田

田

野

田

田

月

間

中

渡

岡

黒

守

土

古

牧

有

木

高

林

鈴

葛

苦

倉

中

草

杉

瀧

酒

角

廠

径

辻

高

破造業會敵々長

農業 農 業協同組合長

旅舘業

日本通運事務員

欲食業

農業

金物販貢業

農業 農 業協同組合長

欲食業

農業 農 美協同組合長

生活協同祖台職員

漁業

會赴々長

造桐製材業

漁業

曾泣々長  ・

官赴 長々

農業

漁業

隈進業

打業

農業

農業

農業

宙成ヨ役

囲民健斑保険組合理事

農業

隈造業

農業

農業

③教育文
J罷 業曇訪ヒ委難

港圏土木1撤務委員長鱒
呻
限
期
鞠
離
鞠
離
鞠
餞
韓
中輛
離
鱒
鞠
嚇
鵡
餞
帥
帥巾
餞帥
鞠
鞠
韓
鞠
中

八
　
　
　
一
一　
　
　
　
　
　
　
五
　
　
　
　
八
　
　
　
」（
（ゃ

　
　
一
一　
　
　
　
　
　
　
一
一　
一
一　
　
　
　
　
一二
　
　
　
　
　
一

］

顛

〕

南十一西四

南四東一

時

南四西一の

力

新町一二

貯

離

〕

”

は

中

離

咋

』

南四東五の

い

帥

」

”

印

咋

的

時

南ブＬ西二十
姫

弊一四三

警察消防

教育文化

教育文化

都市計画

教育文化

厚  生

港博土木

厚  生

厚  生

教育文化

○督祭消防

厚  生

都市計画

警察沿防

教育文化

港湾土木

監査委員

警察消防委員長

農政委員長

8 網 走市議宮議員

9 選 率管理委員會委員

就 任 年 月 日
| 1輿

派別
1住 1電

話
1摘

昭和25年 5月

昭AR25年5月

昭和25年 5月

昭和26年 3月

3 0日

3 0日

3 o日

1 6日

民
生
一し

Ｌ

し

主
囲
民
な

な

な

郎

雄

人

造

利

光

稔

耕

谷

島

田

田

賢

大

山

町

網走市南 5際束 3丁目

″  字 台町

″  字 北濱

″  南 5際東 2丁目

255

295

北濱局

( 2 9 )



11 公 安委員宮委員

午命午月 日 | 1電
話

1備

村

永

川

米

秋

阿

昭和勢年 3月 7日

ク 2FD字3月 7日

″ 26年 3月 7日

事 男 衛

智  明

二  郎

網走市宇桂町

榊走市字柱町   ,

網た市北一際東工丁目

網走市南五際東二丁目

網走市南四蜂東大丁目

縦
f走

市南七解西二丁目

9 0

鍋

149

委員長

委員

任 命 年 月 日
 |

田召和26年 8月24r日 度

東

/Jヽ

郎

蔵

八

治六

重

守

川

出

室

217

102

委員長

委員

12 公 干委員會委員

昭和25年度中主要事業調

弓:小学校相築及校長住宅新築 70月〔
校舎

管 岡|!1補ljB道笥補寸ゎ その
肉
一愉 十一 歳

一
般
一

屯蔦 イヽ 學 校 及 校長住宅新 165打5合

褐 富 小 学 校 新 1 6 5打5合

曹 郷 イヽ 霧 校 及 校長住宅新1163坪 住宅25坪

住宅郷坪か造
住宅25坪

1階62補2階23.5J干

木巻下屋95汗5待

1肺17拝 `1村2高)
15棟分附帯工事一式

5切頼loデヨ70チ宇

5棟10戸70汗

本造直錯ラ12階 延 坪297汗

1鞘

亀琴冒学屋麒 覇翼任割 電祭 牝 宅期

や 園  中 學 校 増 築 工
対

16汗5合

化 濱 中 学 校 増 築 工 守 5 5坪

信 士 男J 中 早 校 増 築137坪

督ホ昏押暑中暑学魯交魯昏1書督旨古選穏
母雪f岳最苫ユξ啓畳暑子]1曾g骨3暑告:暑『魯を汗
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造成巾11米延長999・18米
最急勾配9%最 少牛種70米
砂利数

渡 り8.90米 ―巾道3m米

延R780米  巾 曽 ・6

火山友敷

延勲 米 巾 道3.5
火山友X40米

延長2.o70米巾遭4.5米
火山友駆 ・100米砂利敦

延長3,377米 巾 き ,6米

339

360。Oo0

節
　　
　
　
郷
　
　
　
　
　
劇
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5.市 政  日   誌 自昭和25年4月 1日
至昭和126年3月31日

月 日
|

71

第三十四回臨時市議會

得小中學校入学式

遣鷹土木部管結課高岡技師宋網

第三十四回臨時市議宙

新規採用職員講召宣

観光スタンプ固案審議曾

山火予防協議含

不良防止講演會

旭夕li C I Cテート・マ…ニング氏宋網

札幌高等裁学〕所 下飯坂長官宋網

京都市観光砒阿瀬庄太郎氏″

ガス會破誘致打合せ會

北海道博賢會出品打合せ宙

北日本映画油員宋網

民生委員定例協議會

道教委木村主事宋網

課長自議

酪農懇談會に道畜産課長宋網

ガス會耐誘打合せ留

鵠整楢硲題品革寅出張
澱粉庭理打合せ會

線の物根街頭募金打合せ會

高等学校協力打合せ宙

観光論文審苓會

め雛畢驚線
人口援情所打合せ會

GFlQハ ンツン少佐一行宋綱

助役東京都舛五市へ出張

昭和三十四年度定期監査費施

市役所

市役所

郎土館及び市役所

市役所

労働雪舘工事検定

四日まで

三日から六日まで

裁チ]所聴舎建築の件

観光印耶J物製作打合せ

覇光映画製作打合せ

十一日より十五日まで

新制中學校建築関係調査

凛踏青三季替曹宅亨市長曾置

予金部短期資金借入のため

漉察

起債事務その他五月十一日まで

四月二十日から五月三十日まで

8

9

1 0

1 1

1 1

12

13

14

15

1 7

1 8

1 9

2 0

市役所

各方面別

郷土舘

労働3館

率鴛堅

教育課 ,

市長室
市役hpr

酪農 クラガ

各事務局及び
現場関係

(31)



―

十

　

　

　

　

　

　

１

晋!

(整 )

市役所
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２２

２３

勢

２５
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％

タ

旭川CIC除 長

市管内道路愛護組合長會議

ガス曾駐誘置及び道博出品協議宙

ォブラェン代持一行宋網

都市計画港湾土木爾委員會

現職教員講密打合せ宙

市議自議員一行管内調査

道援護課女長外三名来網

道生業資金貸付際例賞務説明會

線の週間打合せ宙

汐見小學校地銀祭

配給残澱粉虎理打合せ會

共同募金配分委員宮

土地改良面設立打合せ宮

柄樹祭 植 樹

室蘭市議曾財政委員山本安雄氏外三名才綱

本[幌CICよ り三名宋網

都市計画地阪設定打合せ宮

中学校長曾議

ウオーカー中格一行来綱

選零管理委員會

民生委員定例協議會

道教育委員錬田氏宋綱懇談管

道選碁管理委員會委員長吉野恒重郎氏宋嗣

貸付牛管理委員會

山根教論の葬餞

市長本[幌市へ出張 (知事よりの招電により)

青色中常記入普及謡密會

駆光花祭り

学校通知箋につき協議會

食料燃料鍋策委員會躍散式

遭住宅課石炉主事

道鷹道路課原技官宋網

鈴木労働大臣一行束綱

見童委員宙

天皇行幸打合せ會

青色中告謡召宮

佐久聞通冨〕知事宋綱

ミス北海道投票打合せ會

法務府朝倉事務官宋綱

小中学校長宮議

旭川餓道局長一行来網

毎日新聞赴出雲柴田爾氏宋網

武藤統務所長逢別宙

道博出品協議曾

1

2

4

7

8

lC

ll

13

14

15

16

17

18

19

市役所

市役所

郷上舘

市役所

配給公国事務所

天理教會

市役所

検察鷹測候所

市立三中

市役所

各方面別

郷土舘

労働宙館

自宅

商工會讃所

桂ケ丘公園

郷土館

弟子屈町

郷上館

市長公宅

農協會議室

市役所

温根湯

着任擦拶及び寵察

配察

/AR園道路 新僑架替協議

学校崖築物状況調査 (四月二十
六日まで)

引場者住宅ホ道保育所生業資金
につもヽて
適聴接護課山階女長

労働宙舘その他耐察

調査

道建築指導課新小I技 術

耐察

五月十一日から五月十五日まで

耐察

五月十六日まで

住宅金融公庫打合せのため

窮基
別中園間道路

輩
良工事現地

耐察

国体等規正令関係調査

二十 日まで

油用



増田建設大臣一行来綱

道民事部バンクT― パい民汗行宋網

天皇行幸打合せ宙

道博事務局佐野松太郎氏宋綱

質豊電化打令せ宙

道黙建築指導課島影女長末親

経済安定本部佐々木計画操長宋相

東藻琴パス促進期成曾

建設省都市局計画課小高事務官外三名宋綱
一 i三中学校監査

GHQ水 産部テリー民一行宋綱

京都市阿瀬座太郎氏宋網

綱走中央校監査

時コ共同環金事務局長宋網

道鷹民生部長宋綱

三見ケ岡 、2F和小撃校監査

選零管理委員宙

戦死者合同葬 ・

法務府営溝課長一行宋綱

田中知事一行  残

市制=周 年開墓八十年記念打合せ曾

建設省道路局建設課長布招川技官一行宋網

道民事部ガスターフジ教育課女長

行幸打合せ宮

第二十五回せ例市議會

道選挙管ど委員留樋田書記宋網

旭'll銀道局施設長一行宋網

農政懇談宙

道教委中澤主事宋網

GHQフ ィィー 、建設省処理調査官―行来鯛

参議院議員選碁打合せ宙

市長遠軽町へ出張

み議院議員選摩投票

同     開 票

市制三周年記念打合せ宙

小學校長宮談

都市計画常任委員會

市長遠鞭町へ出張

道慮住宅課須四主事宋綱

北海道生業資金貸付審議會    !

軍人軍届留守宅渡金支弗

管内市町村公安委員長宮議

桂ケ丘耐蔵春季大祭

海匡漁調委選審打合せ會

東北海道電力援充期成曾役員會

(33)

市役所■

賞豊石井方

市役所

光輸寺

市役所

市役所

市役所

市役所

市役所

中4/J 畢ヽ校

市役研

市役所

桂ケ岡紳註

支臨

藤

衛生状況調査

アザラン飼育調査

建築状況嗣察

昇軽道路調査

水産業関係耐察

観光印刷物作製

配分施設調査

搬察悪舎敷地の件

管内調査

選寧嗣察

五月三十日より五月井一日まで

選畢事務嗣察

湧網3R調査

畢級編成調査

地理調査

湧網線全通促進大宙

攣訪雑
嫌難輛嫌

釧路地方世話所員末摘
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定時制高校津業科期威會協力委員會

中峯校長會議

助役札幌旭川市へ出義 く十五日まで)

嗣田副知事千行末網

旭ナliCICテート・マ‐ニンゲ氏綿

導懸援護課長渡邊氏外三名木網

道騒地方課長文木氏木綱

釧路搬察聴像事正一行宋網

民生委員建all協議會

道致委白岩職員課長末網

札幌写鐘大学鎌田氏宋組

教員離密打合せ含

南ケ:丘高等学校代替地調査

藻琴中学校敷地調査

市議宙特別委員官

卵炉内PTA宮 ょり二名束綱

綱走小唄募集審査宙

裸&買 冴運営委員留

網走放途所ニユース打合せ曾

財政産業合同常任委員宙

企業合理化謡演宮

市制三周年記念行事委員曾

参議院地方行政委員曾委員―行宋綱

継曜智積聾塞轡弔

蓬晶磐躍審島堅聾洛宋綱
旭川鍛道局長末綱

天皇行幸打合せ曾

北海道市瑞査委員協議宙

囲鍛北海道支配人一行末網

各學校長曾議

道民事部ニプロニ教育課長宋綱

岩見澤職員三名宋網

市制=周 年記念行事打合せ宙

ウトロ港起正式打合せ會

呼代中學校地漉察

法務府林技官宋綱

港湾続計打合

助役札幌市へ出張

市制三周年記念行事打合せ宮

潮見より部落代表三名宋所

道懸土井技官外―名宋網

道懸統計課渡邊主事

右L幌圏大加藤講一博土一行宋綱

建設省橋本政官外三名宋網

市役市

市立三中

各方面別

市役所

市役所

裸種農場

市長/AR宅

市役所  !

中央小畢校

市役所

市役所

市役所

市役所

市役所

市役所

17

18

19

2 0

21

″

郷

２５

身

郷
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市内部落

昭和 24年 度庶民住宅建設

六=配 合融資注田関係用務

耐察

配察

援護事務生業資金貸付その他打
合せ
財政腕察

臨含敷地調査

六用十三日より六月十九日まで

高等畢校調査

教員住宅の件

六月二十四日まで全国市長宙議

耐察  /

五十名参集

鉄拶及び耐察

教育研究所配察

繊察悪舎敷毛の件

七月二日まで起債事務打合せ

潮見小學校の作

塊豆原壇闘調査

統計事務硯察

藤

す
″

讐亀岬落半回詫軍_七『1,
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市長奈!里町へ出張

北陸銀行本L幌茸店長宋網

建設省佐 木々事務官外三名宋綿

旭夕|ICICテート・マ…ニング氏宋網

選審FB4理委員會

小炉四郎氏宋網

フ・口野球第二軍宋綱

蓄産品評宙

道懸指導課締矢技督宋綿

道博出品打合せ會

市制三周年記念打合せ宮

経済安定本部宇手 岩崎技官

ミス北海道審査曾

新制中學校寄附金募集

GHQギ ャグナー女史一行宋網
GHQス トラ_ド 氏一行″

旭川学墓大學長宋網

市制三周年記含行事打合せ宙

民生委員定例協議宮

青森縣閥察国三十名束網

市長旭川市へ出張

学大澤崎氏宋網

汐見代表三名宋網

中園″ 三 名″

道懸地方課山崎正氏宋網

北大高富教援一行宋網

道購港湾課長島倉民雄氏宋網

臨時出網険査 ぐ第一女) i

市長常呂町へ出張

貸付牛管理『1許會

市功努者詮衡委員曾 (市制三周年記念)

参議院行政調査委員一行宋網

市議宙議員佐藤一郎氏途別宙

北海道開妻鷹中村地政課長一行宋網

寄附委員會 (市制=周 年記念行事)

旭)liCICテートフ_プ ル氏

道農調委丁藤良思氏一行道議鈴木源宣氏一行

道嬌=上 技師外三名宋網

汐見小学践増築落成式

道懸工務課長外一名宋納

道議自佐藤労働委員一行宋相 (努働部長と共に)

カルバートツンー行宋網

労働宮舘落成式

第二十六回定例市議宮

助役出張 八 月五日まで

市役所

=眺 球場

字ypJ場

市役所

市役所

市役F/r

各方面別

市役所

市役所

汐見

市役所

札幌市

(35)

起債■時借入金関係

ウトロ港修築起正式

耐察及び打合せ

囲費補助工事竣正決定のため

退任挨拶

綱走小唄作詞打合せ

試合

労働会舘険せ

部内関係者のみ

二十四年度/AR共事業監査

教育関係調査

湯柵線関係調査

七月十三日から七月十八日まで

道博開会式七月十五日まで

學校問題

起債事務

温泉調査

港湾耐察

常目港修築起正式

調査

硯察

耐察

変類作況調査

ツーダ会赴増資の件

腕察



｀
十|`す!

車

(36)

選挙管理委員會

昭和三十五年度定期監査鱒施

道議宙商工委員一行宋摘

ミス北海道上行宋綿

旭川市選客管理委員荒川氏束納

昭和二十五年度遭期監査

秋田縣議魯議員一行末網

札幌放逢局長宋網

秒育丁任音會議

市制三月午記念展覧會役員宙

Jと大高官教授一行末網

高知析議g土 木委員―行宋綿

旭】|1鍛道局長―行宋網

田研札幌学塾大學長束綱

道懸生業資金貸付
・
係員三名来綱

最高裁州弱西村技宙

海 L保安鷹本部ランツー中佐一行宋摘

野口副知事―行イ綱

札幌電気通信管ど局中村技官宋締

市制=周 守開基八十年記念式 夜 會

締走東部海瞬漁業調整委員選審投票日

市制三周年開基八十年記念物故者追悼會

海百漁調委選畢開票日

同    選 審宙

課長曾議

土性調査現地研究會

學校樫理状況打合せ會

会計級査員―行宋網

岩見浮市議会鞭済委員一行宋綿

民生委員定例協議会

裁ナ」所鷹舎新築丁事入本L′

運輸省港湾局長一行宋綿

北海道開霞審議会委員木下源吾氏木相

教育委員会設置打合せ会

ツーダ会硝出資打合せ会 助 役札幌旭川市へ出張

共同募金役員詮衡委員会

岩見澤市竹島主事舛三名宋網

白樺町水道通水式

開霞審議会委員鈴木博士―行宋綱

道教委漫沼課長宋綱

運輸技術研究研港湾物象部長加藤氏一行宋綱

菓子パン販貢取締深議会

共同豪金理事会

道懸指導課島影次長宋綱

北陸銀行本[幌支店長宋締

市役所

向陽高校

中央小学校

市役所

労働会緒

錦島内 誓 和
努団会館

市役所

市役所

労働会館

新町ラ1場者住宅

郷
鋤

各

市

市役所

努働会舘

岡害舘 博 物館 市 史へんさん
委員会

嗣察

道博宣博

選審事務調査

税務関係

土ホ事業耐察

放逢所の件

温泉調査

耐察

生業費金事務打合

裁非」所新築の件

海洋調査

電話交換★設置の件

耐察

十八日まで

I養 補助 工事及ひ現場監査

力と一ツーダエ場出資の件

八月十八日から八月二三日まで

八月二十八日まで
起債その他用務

腕察

耐察

配祭

建築状況調査

支店訪致打合せ
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小炉囲芳氏謡贋会

道教委學大関係者一行末綱

道議会農政常任委員一行宋綱

道艦保護課長成会課長婦人見童課長一行四名宋網

課長会議

北見放途局長一行宋網

釧路碗輔支所長宋網

市内小中學校長会議

建築基準法説明会

映画 「北光」試篤会

道懸道路課長―行宋納

嘉多山公民鑑地銀祭

ウイリアム・カツト氏一何宋綱

釧路地方世話所員三名来網

市議会樫済常任委員会

民生委員定例協議会

山田釧路鍛道局長一行来網

開拓者懇談会

財政常任委員宙

昭和三十五年度定期監査

道議会民生常任委員会委員西村氏外宋網

市議会協議宙

宙安電波監理委員長一行宋網

道民事部法制課員一行末網

最高搬察鷹木内女長宋網

市長札幌市へ出張

建設省建設課次長宋網

囲鍛札幌支配人一行宋網

観光百選投票打合せ會

衆議院水産常任委員一行来網

中野搬事進別會

道懸図立公園係長田中順三氏束網

法務府第四局長一行宋綱

陸運局醐光係長宋網

學校給食パンエ場選定委員宙

札幌郵政局長一行宋網

学校探料調査

小中学校建物面積等調査打合せ宙

囲勢調査打合せ曾

助役Jし見市へ出張

谷日千吉映画監督一行宋綱

市政懇談宮

第三十七回走例市議宙

室蘭市教育課長来網

北見放逢局長一行宋網

(37)

労働会舘

労働会舘

労働会館

労働会舘

中央劇場

市役所

各方面別

山里 中 園

市役所

市役所

市役所

市役所

弟子屈

市役所

農政事情硯察

放逢所の件

耐察

道照建築指導誤細矢技師

道路状況調査

耐察

軍人軍園留守宅渡金支抑い

九月九日から九月十四自まで

耐察

十一日まで

九月二十五日まで 税 書

漉察

耐察

祀察

観察悪新築の件

努働会館の件十力日まで

耐察 (土木事業)

湧網線 ″

水生関係耐察

観光事務打合せ

漉察

道鷹商工部金野技官

道隠渡邊主事二十三日まで

九月二十三日まで財務部用務

映画作成のため

新聞記者

三六日まで

耐察

放進所の件
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市役所

筋
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剰

判

Jと陸銀行札幌支店長宋納

貯蓄会議

道鷹援護課古旨部主事来網

リツチ博七一行宋網

道緊地田土本部長―行来綱
'

CIEヘ リツク放逢課長来綱

オランダ主席代表一行宋綱

Jヒ陸銀行札幌支店長来網

体育祭

園警北見方面除長宋網

札幌電氣通信局長一行宋網

豊紫中學校地鍾祭

道立/AR園施設計画打合せ会

呼人中学校1と銀祭

藻琴″

面銘統開署長 水 谷水路課長

北海道駐留司令部員一行宋網

警察消防常任委員会

留前市議員一行舛網

今井田海遷局長宋網

江別町議会議員一行宋網

桂ケ岡碑耐秋季祭

在札 タイプン少格一行宋綿

市長北見市へ出張

海 L保安鳳藤繭 網

道懸瑛覧衛生課栗城技宙

積嵩畿高温革あ次長N脳

ワード民一行宋網

栗山町議會議員一行宋網

夕張室蘭美唄市長一行束網

全道市小学校長會議

田中知事―行束網      毎

観光百選期当協議會

助役札幌市へ出張

海上保安懸釧路保安部長束網

釧路検察悪井出級事正一行宋網

第一中學政グランド完成

維茸品許宮

駐在員宮議

道立公園協議宮設立準備委員會

札幌電気通信管理1主任

砂川町議曾議員T行 宋網

遣盛地方課安田次長末網

市選琴管督委員會

適藤経済部長宋綿

商I会 議所

市役所

市役所

桂ケ岡

労働宮館

市役所

商五會議所

市役所

麦店設置の作

被保護者金園一打調査監査

水産資源の研究調査

管内腕祭

支店開設について

腕察

管内腕察

耐察

管内醍察

全道隠長会議

市管屠場設備状況硬察のため



道黙建築指導課安岡主事

新制中學資寄附募集

道悪統計課佐々木主事外―名宋綱

外務省情報部長長谷川氏宋綱

市議宙特別委員曾

札幌CIC後藤氏

救助服第ニオヨツタ丸外進水式

市役所嵐内電話変換台開通式

運輸省より湧網線耐察に来網

火襲類取締説明曾

民生委員定例脇議會

助役札幌旭川市へ出張

道開費審議會議長小川炉氏―行宋綱

藤野隆=氏 宋網

旭川鍛道局加藤施設長―行宋綱

吏員懲戒審査委員会

フエリー厚七課長

釧路学墓大畢より謡密打合せに宋瀬

釧路管財局 (大蔵事務官)

道松浦選挙管理委員宋網

北見放逢局長宋網

鮭総保護協力会

旭川CIC除 長束綱

課長会議

助役札幌市へ出張

豊築中學校 L棟式

選畢管理委員会

北海道開霞悪篠塚主幹一行宋親

第=小 学校敷地協議会 (選を交渉特別委員會)

速輛信係官一行末綱

厚化常任委員會

紹務常任委員曾

市議ヨ全員協議宙

助役札幌市へ出張

北海道教育委員會委員選審投票日

道盛署務課長選審監硯

本省停車場係長―行末網

道教委員選器開票目

嗣岡縣労働部長宋綱

道議g衛 生常任委員一行束相

海上保安痛小簿海運局長―行宋納

第二十八固定all市議會

民生委員定例協議宙

道購婦八見童課阿部氏宋網

厚七省保護課員道臆保護課長宋網

(∞ )

労働會館

市役所

努働含舘

各方面別

市役所

鮭鱒組合

郷 と舘

市役所

市役所

市役所

市役所

各方面別

建築t泣誘明曾

囲勢調査

講演

第三小学校問題

十月二重日から十月二七日まで

十月廿八日まで電fLR闘 問題好

管内開費関係腕察

擦拶

湧鵜線調査及び技拶

十月二八日まで

険雰臨舎敷地の件

耐察

放滋F/rの件

配察
          |

十―月五日まで労働倉鵠用務

配察

五日まで

災善復窪配察

十一月十一日まで労働雪館の件

耐察

配察

耐察

十一月十五日まで

十一月十三日から十一月十九ロ

演下併その他打合せ
保
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労働會舘

甲富小寧校上棟式

小縛市議宙議員一行腕察宋網

建設省小池技官外一名宋網

市長女満別村へ出張

玲演技術紹 宮

道聴農地部調整課東主事宋網

地域給打合せ會

同

メラ～中尉宋網

道教委管理部長末綱

道懸成宮教育課長宋網

地域給打合せ曾

職員講密宙

市長札幌市へ出張

道聴地方課長宋綱

助役北見市へ出張

旭ナ|1鍛道局長一行宋嗣

札幌放途局員=名 来綱

藻琴中騨校止棟式

藤野隆=氏 宋網

教職員体給切替打合せ會

民生委員常任委員協議宙

北海道生業資金貸付審議會

道民事部ローケン氏宋網

道緊小野小作主事

浦士別中学校落成式小学校三十五周年記念式

都市計画 港 圏土木合同常任委員宙

建築基準法建築十法謡留會

工業調査打合せ會

呼人中野校落成式

道盛京野主事宋綱

税務署長途別宙

道立公園協議會

道鷹通路課炉技官

美唄市議宙議員一行舛網

岸田根室町長宋網

キーナマレー●マツクレーラン~行 宋網

道熙瞬拓部女長宋網

助役弟子屈釧路根室へ出張

道懸遭路課佐々木技官

市内輸途協議守

道懸選碁管理委員宙土屋主事宋綱

民生委員宅例協議宮

海 上保安懸警備部長

教職員給興調整宙議

市役所

市役所

市役所

南ケ丘高校

労働宮舘

″

市役所

商工曾議所

市役所

市役所

各方面別

1冨景壁子曇話雷盈
監査

講師亘理信一氏

網走公園問題

減察

十二月一日まで
予備除誘致その他について

支懸総務課長會議

営林局開懸式

放途所敷地の作

線察藤舎敷地の件

前察

放途ヨ敷地の件

道臓建築指導課長外

囲有農地貸付朕況調査

園費補助工事現場険定

腕察

千島返還運動

耐察 (食糧森林関係)

十二月十二日まで
学六設置般況守配察
改良工事務監査

選挙事務監査

十二月十一日から十二月十五日
まで
調察
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鋼 倭 R宮

副知事宋納

通商産業局藤沼調査謀長来鯛

運輸省港圏災善係官一行宋網

青根内 丸 蔦小學校上棟式

道鷹道路課佐々木事務官

北演 1学校落成式 イヽ峯校五周年記念

市長札幌市へ出張

呼代中学校落成式

昭和三十四年度決算審査費施

経済安定本部加藤部員外=名 宋網

第二十九回臨時市議宙

道教委安藤主事宋網

助役札幌市へ出張

能取中聾校落成式

教育研究所運営委員會

御用経い

新年交謹會

吏員″

道開毅聴岡田女長宋綱

御用始め

第三小畢校敷地問題打合せ曾

市長札幌市へ出張

クライン中尉一行来嗣

法務府泉川事務官宋網

教育豫算事務會識

札幌放詮局長宋網

選碁管理委員會

三 =男 路策調話
'講

召雪

旭チliCIC除長宋綱

農業技術連絡會識

道鷹都市計画課佐藤主事

民4ヒ委員常任委員協議宙

網走土曜會愛自式

課長會議

観光百選関係で道教委より宋納

懸内成代察

市長弟子屈へ出張

財政常任委員會

選挙管理委員會  ｀

観光百選座談ヨ

道懸墳覧衛生課山田接官宋綱

第四十回定例市議密

潟壕需彗纂萎贅督技官

(41)

市役所

市役所

商工e議 肝

市役所

労働會舘

市役所

労働會舘

市役所

労働宙舘

努働旨舘

市役所

市役所

市役所

工場配察

港湾調査

補助工事事務監査

十二月二十三日迄全道市長曾践

港湾調察

十二弓十八日まで
一時借入金その他

市内有志

麟鱗羅
軸

一月十日まで

放逢所の件

中央道路事業決定打合せ會

木呂子委員一行

町村長プロツク宙議

狂大病予防鋤策指導

網走湖天然氷探氷調査

「ャ浄

七
卓
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毎日新聞出雲記者宋摘

給興委員宮

道懸都市討画課千田技師

民七委具全市含同協議會

道懸失湖本部乾七事外一名家網

北見財務部須只課長宋網

道懸都市討画誤田中正一技官

給興委員會 〔全員特別委員宙)

札幌経済調査鷹長中山賠三氏宋網

道照都市計画課石藤技師

職員講密テスト打合せ會

北大雨録教授宋網

教育 とヽ備協議t甘

放途 'ifl衆所

米載努協加1配事務打舎せ會

夢L幼見砂附配給打合せ會

教育委員官通瞥委員會

道緊失村本刊lαR谷主事茶網

道懸解護課西村主事 /タ

機祭鷹令落成式

経済常任委員會

高挙学校選披協議宙

市長札幌市へ出張

金融選談會打合せ會

港濁上本常任委員會

特審局野田五十嵐事務官宋綱

札幌及びCIC除長宋網

学校長宮議

物慣監醍委員宮

教育常任委員宮

道魔住宅佐藤技官来網

港増土木都市計画台同常任委員宙

道致委事務局から三名来網

共同募金理事會

遭選撃管理委員會中谷主事外一名宋網

旭鍛係員三名宋網

職員講密會テスト委員會

金融懇談會

厚生常任委員宙

職員試験

豊築中学校落成式

市制施行記念目 記 念式

海上保安懸職員

新入嬰兄童呼談宙

民生委員定例協議會

商
‐
Eg議 所

市役所

市役所

網走保健研

商工會議折

市役所

南ケ丘高校

市長曇

市役所

労働會舘

天理教宮

労働會鑑

市役所

労働雪舘

市役所

助役曇

教育研究所

各方面別

( 4 2 )

二月十三日から二月十五 日まて

1都市現況調査資料報告打含むi

失断事業事務監査

融資事務打合せ

新橋薙 打合せ宙

統制状況耐察

都市計画用地匝変更

温泉調査

放途所つ件

失期事務監査

ラ1揚若住宅補助―T績 事務打合電

八日まで 失 掛事務その他

昭和二五年度補助住宅竣工監理

教職員適格しんさ

選教委選審事務監査

守和騨費態調査

査

察

調

耐



厚卓L省係官対〔網

市長札幌市へ出張

給興小委員宙

海上休安嬬象本綱

助役東京湘!その他へ出張

石抜虎埼
:委

R宙

北電荷識欝事務局長一行舛網

引場者住宅詮衡委員宮

道懸商工部長宋網

道建築指導課島影技官宋綱

留守宅合同会議

道藤瑛覧衛生課奥寺主事宋網

市長美幌町へ出張

昭和二十五年度訪投生産打合せ官

遺教委より三名宋網

第二小学校数地協議会

道民事部致育課員来網

道聴建築指導課繁泉圭事索網

配肺ピート共励會

道工業調査委員一行宋網

厚生常任委員会

厚生省小澤整備課長一行宋網

北大杉の目博士‐行来網

財政都市計画合同常任委員會

給興全員特別委員費

第四十一目臨時市議會

毎日新聞改柴田記者イ網

市長貿渥襲町へ出張

遣購徐合開愛女長一行宋綱

北見晰務部長採網

道悪統計llR青木主事宋綱

教育委見9設 置脇談宮

道雄 t木吉「管理課長島主事来綱

変類賛ぶ 、定委員宙

属語搬委員講7召宙

課長脅議

職fl新採用委員會

軍人軍届留守宅渡金支沸

網走土曜會

教員希望者養成講密会

職員採用試験

財務局鈴木氏宋綱

民生委員定例協議会

第二小学佐敬地協譲宙

教育続討会議

α

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

１

１

(43)

市役所

深井弘三氏宅

助役室

市役所

商業組合

労働宮舘

南農協

市役所

市役所

労働雪舘

市役所

居場

市長宅

鶴働宮舘

市役所

向陽高校

市役所

各方面別

刑務所

市役所

結核療養研の件

十八日まで結核球養所の件

調査

二月二十五日まで起債その他

行政耐察

入居者詮衡會議

建築状況調査

釧路地方世話所長外

市内清掃状況調査

結核療奏所の件

公共事業事務監査

調査

建築士法説明会

工業調査

囲立格核寮養所の件

工業調査

二月二十八日まで  ‐

工業調査懇談のため

港湾調査

工業センサス調査

六日まで

測量士法識明宙

道悪環境衛生課山田技官外調査

予算打合せ

釧路地方世話所員

起債調査

二月十五日まで



抑
勘
勘

ｑ

¶

―

ｌ

ｑ

刊

‐９‐

‐

―

―

―

劇

矧

矧

２７
‐

列

酬

潮

刊

―

大蔵省森田事務官来網

職員採用第二次試験賞施

北見市議脅議員―行宋網

選嬰管理委員宙

青根内中勢安落成式

助役札幌市へ出張

道民事部ソーベルトカーンズ氏宋綱

昭和三十五年度庶民住宅入居者詮衡會議

臨時出綱鹸査費施

畜産技術員連絡會議

天然資源局課長一行宋網

第四十二固定例市議宮

入埴者詮衡委員宙

給興特別委員會

道悪特政課長一行宋網

課長會議

教育希望者試験

各學校長会議

農業奨励宮議

減察

衰呈壺本再器覇 金について
狂大病予防指導

市役所

13  財

1 .豫  算

■ 浅

二十四 二 十六日

昭 和 26 年 (営初)

額  1割 ぞ

昭 和 25 年 (最絡)

額   1割 剖

金

金

金

金

統

の

　

中

如

嘩

咋

印

中

の

中

中

出

一
助

　

付

助

支

市

普

筆

申

中

嘩

時

中

使

手

呻

変
一
補

道

変

補

６

５

３
　
　
　
　
４

１
　
　
　
　
２

ヽ ミ 自 由 ■ 出 ■ 出 豊 日 ■ 甲 、 、 、_ “ ,  _

(招 )



脩
　
∞

寄

繰

雑

７

８

９

納

繰

雑

10市

歳

付

越

牧

付

替 金

金

金

入

金

展  入

入

債

計

1.275.000

160m

6。433.274

1 2 2 0 0 0

2.170.000

4141,274

21.400.0001

1931996.7701

昭 和 25 年 (最経)

1 .

2 . r 2 8 0 .

2 . 3 7 2 .

135.

2.207口

24

16o.o96.021

昭 和 26 年 (笛初)

1割 合 額  1割 合

くミ王育途―ニ

宮

議  々

結

2役   所   費

市 役 所 職 員 費

諾        費

管    稽    費

市 費 文 球 職 員 費

難 査 委 員 含 費

3警 察 消 防 費

/ A R安 委 員 宮 費

警

清

消

4 土

307.5001

1 . 9 o 4 . 1

1 . 8 7 4 . 1

33.01

28.625,1

打的

2724

11

9.464.1

12141

7.671

3.1

3 0 0

1 0 0

2 9 . l y

5.871

2527

1 . 1

2.631.1

17

31.862

費

費

費

市

営

察    費

防    費

防  国  費

木    費

路  僑 梁 費

圏    費

水 路 費

計 画 費

川   費

箸  土 木 費

悪

市

道

港

用

都

河

災

5教   育   費

小  学   校  費

中 學 校 費

油 宮 教 育 費

教 育 研 究 所 費

教 育 振 興 費

教 育 暫 繕 費

/A R民 館 建 築 費

6辻 管 及 労 働 施 設 費

生  活  保 護 費

民 生 委 員 費

(45)

イ



見 童 嗣 破 費

引  揚  援 護 費

住    宅    費

災 書 救 助 費

失 業 封 策 費

労 働 會 舘 新 築 費

7保 健 衛 生 費

隠 染 病 予 防 費

停 染 病 院 費

衛 生 事 業 費

健    民    費

衛 生 皆 溝 費

8産 業 経 済 費

農 地 委 員 官 費

農    直    費

水    産    費

商    工    費

0  財     産     費

基 本 財 産 造 成 費

積    立    金

財 産 管 理 費

財 産 取 得 費

財 産 庇 分 費

1 0続   計   費

1 1選   率   費

選 審 管 理 委 員 會費

知 事 道 會 議員選率費

み 議 院 議 員 選 挙費

市 長 市 曾 議員選審費

農 業 委 員 選 率 費

道 教 育 委 員 選 審費

海駆漁業調整委員選審費

12 / A R   債   費

13諾   支   出  金

徴 統 及 公 金 取 扱費

市 勢  振  興  費

市 費 支 非 諾 費

14予    備    費

歳 出 合 計

6.820,000

11.500.ω

2.206.530

3760001

377.600

238.900

59.

2.駅詢

2,123

5572

3.17o

600

4,078,800

8.178,000

1954,000

(46)



十　
　
　
●

昭 和 2 5年
昭 和 2 5年

算

歳

企

財

財

用

使

手

額|額|

1 0市

歳   入

金

金

金

金

金

金

入

金

戻 入

入

債

計

付

助

附

越

牧

付

金替

補

道

変

補

寄

繰

雑

榊

繰

雑

６
　
　
　
　
７

８

９

統

統

八

金

入

入

金

料

料

料

金

金

立

帥

却

卵

却

却

中

」

数

支

付

焼
衡
諜
　
産
鞘

獨

笛

守

公

4使

5囲

496.4391 171.530.5341

66ア.322

138.221

5 2 9 . 1 0 0

2.654.263

1.404.702

1.249.561

1,138.549

5.708,445

141.183

57,803

5.5091459

21.275,7971 21.400mO

1碑。481

昭 和 2 5年

r算干懸 額|

鋼

　

　

　

鋼

費

費

費

費

費

費

費

費

費

費

費

費

費

費

費

費

費

費

費

費

費

費

1711

1 ど7 1 1

費

費

費

費

費

費

費

費

費

費

費

費

費

費

麦

費

費

費

費

費

費

費

察

中

卵

す

般

川

湾

帥

帥

琳

育

路

　

　

悪

市

害

1識

市

畳

市

諾

営

市

監

警

公

警

沿

沿

道

河

港

用

都

災

酬
瑠
靴
網
翻
翻
期
刺
劇
劇

(4r7)



基 本 財 産 造 成 費

積   立   金

1 0統  ・ 計   費

11 選    率    費

選 翠 管 理 委 員 管貴

3.市 債調(目的別借入先,市 債調)

参 議 院 議 員 避 率費

農 地 委 員 選 翠 費

道 教 育 委 員 選 審費

海臣漁業調整委員避零費

12 /AR    債     費

13諾   安   出   金

徴 溌 及 /AR金硬 扱輩

市  勢  振 興 費

市 費 支 排 諾 費

14予     備     費

農

水

商

費

費

費

理

得

誌

管

取

分虚

産

産

産

財

財

財

産    費

産  '費

工   費

産    費

2現
1罷|

347,817

470781

2.790。153

2.298.273

303.694

114.966

963.150

853.310

63.153

330。168

971.270

302.387

21

273.品|
0  財

2.501.386

10.361.151

1.542.214

5.527.323

ま

ネ

費

費

費

空

費

他

防
　
　
　
働

済

沿

木

育

勢

組

の

察

生

業

警

土

教

厚

産

そ

7.494

部
局
行
鯛
募

玲
険　　卿

銀

他

公

省
保
　
　
紗

蔵
易
中
師
般

険

大

簡

市

保

一

調債市容矛J 昭和26年6月 1日現産

昭和26年 6月 1日現在

先  別
 1金

年三分五厘以下
 十 四

 分  以 下十五分以下 十七 分 ルt

千田
3o.372

‐糾車判如‐
制
９６制鉛

4.  貝け 産 調 昭和26年 1月 1日現在

有 慣 護 外
 1 預

金 及現金 1 土 地 慣 格 建 物 慣 格
|

行 政 財 薄

基 本 財
'産

特別基本財産

5.囲 椀及び地方統調査額

分
1  統

備考 昭 和25年度かによる戸敦 6.726戸

( 4 8 )

一陥
統

統

統

囲

道

市

要



一

彦

一

郎

郎

義

雄

任

義

一

美

郎

郎

人

松

政

治

三

武

之

彦

賢

助

人

明

維

郎

雄

郎

司

次

計

雄

榔

　

市

治

郎
、武

太

四

四
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
次
　
　
　
　
　
代
　
　
　
　
　
　
　
　
之
　
　
　
　
　
一二
　
　
女
　
　
　
　
　
　
　
女
　
　
　
　
　
太
　
　
一

英

武

陽

林

林

信

武

清

信

秀

新

三

武

正

善

良

喜

孝

　

陽

義

盛

績

稔

正

正

興

芳

保

圭

作

主

貞

清

　

政

勝

金

　

十

田

地

木

藤

藤

井

本

村

井

恒

嵐

営

江

炉

井

藤

川

橋

田

尾

出

中

野

田

原

坂

田

泉

橋

岡

播

斐

藤

川

　

野

田

濱

問

瀬

十

　

　

　

　

　

谷

原

営

高

佐

佐

永

山

者

永

石

五

三

大

柳

今

工

長

高

武

松

片

田

澁

山

藤

脇

岡

大

高

石

高

甲

遠

納

　

澤

島

長

本

長

一三七

鞭

三一七

説

五四〇

五五〇

五五①

四九

四D三

四五六

四九

四〇三

一六

四六

七五

五①六

五〇八

八〇

九六

九七

九八

六①

六〇

六〇

六〇

六〇

六〇

三六三

一三三

北

北

網

釧

同

同

同

網

綱

網

網

網

網

網

綱

網

網

網

網

大

卯

呼

藻

北

浦

総

綱

演

呼

総

藻

北

三

触

引

路

　

　

　

ズ

　

　

　

　

　

走

走

‐
　

走

走

幅
腰
土
職
雛
鵬
廟
鱗
限

　
　
　
　
効
編
岳
　
判
‐六

道

翻

土

，

家

級

法

簡

　

ヒ

ヒ

ヒ

巨

務

講

電

ヒ

南

作

白

内

輔

調

走

冊

　

　

　

走

走

走

走

走

走

抽

輔

走

走

輛

鞠

曲

尿

人

琴

一

14 年計 公 衛

綱 走 支 醸

懸 網走建設部

木 現 業 所

学J所綱走支部

裁チJ7網走支部

J僚 際西四 丁目

南一〇除西四丁目

同

南五際東三丁目

同

字台町

南五際東三丁目

同

字台町

南八際東四丁目

南一①際西三丁目

字台町

字=膨L

字=見 ケ岡

北六際西五丁目

南五際東 =丁 目

南四際東三丁目

南四際西三丁目

ゴし六際西三丁目

字大曲

字牙B原内

字呼人

字藻琴

字北濱

字浦士別

宇鱒浦

字新町

南=喋 西四丁目

学呼べ

宇総浦

字藻琴

字北贋

字二見 ケ岡

字卯原内

字季和

字能取

南六際東三丁目

ゴヒ六際西円丁目

南二際西一丁目

Jと六際西一■目

祭 鷹 網 走支部

務 局 網 走支局

易 裁 チJ所

限  線 察 鷹

統  務  署

営  林  署

測  候  所

刑  務  所

二 見ケ岡支所

通 信 管 理

報 電 話

郵  便

際 郵 便

際 郵 便

所

局

局

局

局

局

局

局

局

局

局

局

騨

騨

騨

騨

騨

畔

瞬

騨

解

騨

人

琴

潰

士

浦

郵  便

郵  使

郵  便

郵  便

郵  便

別 郵  便

季ほ 便

走
　
　
　
　
　
　
岡

人

浦

琴

演

ケ

Jロ

干

3自

和

取

林省北見統計調査事祐所綱せ出張研

北 海道 教育委員魯網走事務局

北海 道食糧 if税班網走出張研

北 海 道 網 走 保 健 所

( 49 )
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北rO際 東一丁目

宇大曲

南喜際東四丁目

北一際西=丁 目

南三際東二丁目

南一際東T丁 目

南四際東大丁目

字美岬

南一際西三丁目

字桂町

南末際東四丁目

=四 ■

三七主

|=八 北

九九

三四

一人七

=五 四

紅
‐
言五九

三九〇

八三

五六〇

五七
十

一一〇

■

女
い〓
一
宝
・正

一部

．七
≡≡
れ

夫

一
儀

昔

維

，樹

ヽ
偏

義
蔦

補

麗
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道
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海

海

極

赴 綿 走文局

飛L 同

ム ス 成 同

網 走 新 聞 辻

綱 走 新 報 赴

北 海 道 拓 殖 銀 行 網 走 支 店

北 陸 銀 行 網 定 支 店

北 海 道 銀 行 網 走 支 店

有限責任 綿 走  信  用  金  庫

北 洋 ・相 互  銀  行 綿走支店

日 魯 漁 業 株 式 会租締走事業所

同        網 走冷凍工場

北海道漁期 連合會 競走 冷凍工場

綱 走 水 産 冷 蔵 株 式 曾 赴

綱 走 冷 蔵 株 式 宙 荘[

北 見 食 品 工 業 株 式 曾 赴

雪 摩ロゲL業 株 式 會 油 網走工場

三 洋 造 般 株 式 會 泣 綱走工場

網 走 造 船 株 式 会 蔵

網 走 工 機 株 式 宙 紋

Jヒ海 道 電 力株式曾成網走営業所

日 水 通 運 株 式 宮 成 網走支店

極 光 催 詰 株 式 會 泣

網 走 食 料 工 業 株 式 會 赴

木  下  木  工  場

日 本 水 産 株 式 会杜綱走捕鯨部

株式曾碇 網  走  ト ラ  ツ  ク

ス 株 式 会 成 キ岡走文市ヒ

JL海 道漁術け具株式会耐:綱走工場

網 走 共 立 油 脂 株 式 宙 破

網  走  商 工 宮 講 所

綱 走 漁 業 協 同 組 合

西 網 走 漁 業 協 同 組 合

北 見 鮭 鱒 漁 業 協 同 組 合

納 走 地 方 水 産 力田正 協同組合

Jし海 道 焼 竹輸協同組合網走支所

網 走 市 農 業 協 同 組 合

網 走 中 央 農 業 協 同 組 合

西 網 走 農 業 協 同 組 合

南 網 走 農 業 脇 同 組 合

網 走 市 開 拓 農 業 協 同 組 合

網 走 市 酪 農 業 協 同 組 合

網 走 市 生 活 協 同 組 合

網 走 市 囲 民 健 康 保 除 組 合

千 代 田 催 詰 株 式 會 成

網 走 製 氷 株 式 會 赴

南四昨東三丁目

北一僚束一丁目

南四際東三丁目

南四際東四丁目

南五際東二丁目

南四際東二丁目

南四際東一丁日

南四際西一丁目

南四際束三丁目

南五除東三丁目

南四際東六丁目

南一際西一丁目

南三際東六丁目

南一際西一丁目

南三際東五丁目

字新町

字線町

北一際西二丁目

北一際東一丁目

南七際東大丁目

南四際西四
‐
J目

南四際西=丁 目

北一際東二丁目

南四際東二丁目

字緑町

南五際東六丁目

字新町

南二際東一丁目

北十僚西五丁目

北四際束一丁目

南三際東二丁目

南二除束三丁目

字呼べ

南三際東四丁目

南三際東四丁目

南四際東二丁目

南六際東三丁目

字藻琴

字牙D厨/u

字北擦

南七際束三丁目

字縁町

南四降天三丁目

南五際束四丁目

北一際西二丁目

南一際西三丁目
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昭和26T_ 1 2月 20日 印涌け

昭和26年 12月 20日 繊行

費 行 所

印 吊J所

綱 走 市 役

綱走市南7眸 東 2T目

綱  走   印   刷
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